
[平成27年度設置］

　　　計画の区分：学部の学科の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

びわこ成蹊スポーツ大学　スポーツ学部　スポーツ学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人大阪成蹊学園　　　
平成２８年５月１日現在

　作成担当者

　　担当部局（課）名     総合企画部

　　　職名・氏名　　総合
ソウゴウ

企画
キカク

部長
ブチョウ

　　吉村
ヨシムラ

太造
タイゾウ

　　　電話番号　　077-596-8421

　　　（夜間）　　077-596-8418

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　077-596-8416

　　　ｅ－mail　　kikakukouhou@bss.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２８年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

届出

大学番号：０００
注３
大学番号：０００

注３
大学番号：０００

注３
大学番号：私246

注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ イシイ　シゲル ）

石井　茂

（平成25年4月1日）

（イイダ　ミノル） （カダ　ユキコ）

飯田　稔 嘉田　由紀子

（平成19年4月1日） （平成26年10月1日）

（シミズ　シロウ） （トヨダ　ノリシゲ）

清水　史郎 豊田　則成

（平成24年4月1日） （平成26年11月1日）

（シミズ　シロウ） （トヨダ　ノリシゲ）

清水　史郎 豊田　則成

（平成27年4月1日） （平成27年4月1日）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理事長　総長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　大阪成蹊学園

平成26年10月１日新たに学長として
就任したため（27）

　　　　びわこ成蹊スポーツ大学

　　　　滋賀県大津市北比良１２０４番地

学 部 長

学 科 長

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

平成26年11月1日新たに学部長として
就任したため（27）

学　　長

職　　名

平成27年4月1日新たに学科長として
就任したため（27）

（２） 大　学　名

　　　〒５２０－０５０３

（３） 大学の位置

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２８年度に報告する内容　→（28）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２６年度に報告済の内容　→（26）

　　　　記入してください。
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２５年度開設の４年制の学科の場合（平成２８年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

　スポーツ学部
　　スポーツ学科

　　学士（スポーツ学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

280人 ―人 360人 ―人 ―人 ―人 ―人 ―人

922 ― 739 ― ― ― ― ―

(―) (―) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

912 ― 737 ― ― ― ― ―

(―) (―) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

485 ― 511 ― ― ― ― ―

(―) (―) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

350 ― 368 ― ― ― ― ―

(―) (―) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

(　― 　)

[ 　―　 ]

受験者数

志願者数

―

Ｂ　 入学者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２７年度 平成３０年度

(　― 　)

1.02

1.13倍

[ 　―　 ]

360 ―

平成２９年度

Ａ　 入学定員

平成２８年度
平均入学定員
超 過 率

280
(　－ 　)

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

収容定員編入学定員

年

1,120
－

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

備　　考

　　　　区分ごとではありません）。

人年次人

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
修業年限 入学定員

設 置 時 の 計 画

(　－　)
―

合格者数

[ 　―　 ]

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

[ 　―　 ]

1.25 ―

変更前
280人　平成28年4月（28）　4 360

280
1,440
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　] [　―　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

350 ― 368 ― ― ― ― －

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

345 ― ― ― ― ―

[ ― ] [ ― ] [ ― ] [ ― ]

（－） （－） （－） （－）

― ― ― ―

[ ― ] [ ― ]

（－） （－）

― ―

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

平成２８年度
備　　　　　考

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度平成２７年度

１年次

　　　　さい。

（　―  ）（　―  ）（　―  ）（　―  ）

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

平成２９年度

―713

[　―  ]

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

３年次

２年次

計

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。

４年次

[　―  ][　―  ][　―  ]

350 ―
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２７年度 5 人 0 人

就学意欲の低下(2人)、他の教育機関への
入学(1人)、学生個人の心身に関する事情
(2人)

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成２８年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

人 人 平成３０年度 人 人 ％

718 人 5 人 0.7 ％

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数
の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成３０年度
入学者

平成２７年度
入学者

平成２８年度
入学者

平成２９年度
入学者

退学者数

人350

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２８年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

（注）・　数字は，平成２８年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

％

人 0

合　　計

5 1.4

人

人

368

人
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必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

2 1

2 1 兼1 担当者退任により、 職位変更(28)

2 兼1

2 兼1

2 兼1

2 兼1

2 兼1

2 兼1

2 1

2 兼1

2 1

2 兼1

2 1 兼2

教職課程認定審査時の指導により、担当者変更及び担当
者追加
授業運営上の理由により、開講時期の変更(28)
ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2 1

2 兼１

2 1 1 兼１

後任決定(28)
届出時に准教授１名で記載していたが、正しくは講師１
名
担当教員(講師1名）就任辞退により、後任未定（27）

2
１
6 4

１
4 4

授業内容の見直しによる担当者変更(28)

2
12
6

10
4

11
4 4

教育課程の充実を図るため担当者増(28)

2
12
6

10
4

11
4 4

教育課程の充実を図るため担当者増(28)

8 30
12
6

10
4

11
4 4

兼12
兼8

4
兼3
兼2

担当教員就任辞退により、担当教員変更及び追加（27）

4 1
兼2
兼1

担当者辞任により、担当者変更及び担当者追加(28)

2 1

2 1

2 兼1

2 兼1

2 兼1

2 兼1

8 12 1
兼9
兼8
兼7

2 兼1

2
兼1
兼2
兼1

担当者辞任により、担当者変更(28)
担当教員就任辞退により、担当教員変更及び追加（27）

2 兼1

2 兼1

2 6
兼3
兼4
兼3

2
2
1

教育課程の充実のため、担当者追加（27）

2 1 兼1 担当者辞任により、職位変更(28)

2 1 教育効果を考慮し、開講時期の変更（27）

2 1

2 1

2 1 1 1
担当者昇格(28)
届出時は教授1名が記入漏れ
※実技

2 1 1
担当者昇格(28)
※実技

2
１
1 1

担当者昇格(28)
ｵﾑﾆﾊﾞｽ
担当教員就任辞退により、単独講義に変更（27）

専

門

科

目

講

義

・

実

習

科

目

小計（19科目）

２　授業科目の概要

2・3前

2・3前

2・3前,後

ドイツ語

中国語

専任教員等の配置
備　　　　考

韓国語 2・3前,後

＜スポーツ学部　スポーツ学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

教

養

科

目

一

般

教

養

科

目

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

栄養と健康 1前

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと身体表現 1・2後

現代社会と人間関係 1・2後

人間の心理と行動

生

活

と

社

会

法と生活(日本国憲法を含む） 1前

産業と経済 1・2後

地域福祉とボランティア 2・3前

高齢化と家族 2・3前

自

然

と

文

化

身近な自然科学 1前,後

国際化と文化 2・3後

地球の歴史と琵琶湖 2・3前,後

陶芸と地域伝統文化 2・3前,後

教

育

と

情

報

教育学概論　
後

1・2前,後

現代社会とジャーナリズム　 1・2前,後

情報と統計　 1・2前,後

情報発信と情報倫理 2・3前,後

初

年

次

教

育

教養演習Ａ　 1前

教養演習Ｂ 1前

教養演習Ｃ 1後

－

外

国

語

科

目

英語Ⅰ　 1通

英語Ⅱ　 2通

英語Ⅲ　 3・4前

英語Ⅳ　 3・4後

スペイン語 2・3後

小計（8科目） －

情

報

処

理

科

目

情報処理論 1前,後

コンピューターリテラシーⅠ 1・2前,後

コンピューターリテラシーⅡ 2・3前

コンピューターリテラシーⅢ 2・3後

小計（4科目） －

スポーツ学入門Ⅰ（総論）　 1前

スポーツ生理学概論 1後

スポーツマネジメント概論
1後
1前

スポーツ社会学概論 1後

スポーツ心理学概論 1前

水中運動法 1前,後

体力トレーニング法 1前

身体構造と機能 1前
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4
19
16
18

12
14
13

12
1
6

5
4

担当者辞任、担当者昇格及び担当者追加(28)
ｵﾑﾆﾊﾞｽ　届出時ではｵﾑﾆﾊﾞｽの記入洩れ
担当教員就任辞退により、後任未定及び担当教員変更
（27）

2
１
1 1

担当者昇格(28)
担当教員就任辞退により1名で担当（27）

2 1

1 2
１
2

担当者辞任及び担当者昇格(28)
集中

1 2
１
2

担当者辞任及び担当者昇格(28)
集中

1 2
１
2

担当者辞任及び担当者昇格(28)
集中

2
17
14
16

11
13
12

10
1
6

1
3

担当者辞任、担当者追加及び担当者昇格(28)
集中
担当教員就任辞退により、後任未定及び担当教員変更
（27）

2
1
4

5
届出時では教授４名、講師５名と記載していたが、正し
くは教授１名

2 1 1 届出時では教授１名と記載していたが、正しくは講師1名

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 1
兼1
兼2

担当者変更及び担当者昇格(28)
※実技

2 1

2
1
1

1
担当者昇格(28)
届出時では教授１名と記載していたが、正しくは准教授
１名

2 1

2 1

2 1

2 1 兼1 授業運営上の理由により、担当者追加(28)

2
１
2
1

担当者辞任(28)
届出時では教授1名と記載していたが、正しくは教授2名

2 1 1 授業運営上の理由により、担当者追加(28)

2 1

2 1

2 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2
１
1

後任決定(28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2 1 兼1 担当者退任により、職位変更及び開講時期の変更(28)

2 兼１

1 1

2 1

2 1

2 1 1 担当者辞任により、担当者変更(28)

2 1

2 1

1 1
履修希望者がいなかったため未開講(28)
集中

33 44
20
17
18

12
14
13

12
4
6

5
4

兼5
兼3

1 1 1 兼1
担当者昇格及び担当者辞任(28)
届出時では兼任講師１名の記入漏れ

1 1 1 担当者辞任(28)

1 1

1 1

1 1 1

1 1

1 1 1
届出時では講師１名記入洩れ
担当教員（講師1名）就任辞退により、後任未定（27）

1
1
1

兼１
後任決定及び授業運営上の理由により、担当者追加(28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

1 兼１

1 1 1 担当者退任により、担当者変更(28)

専

門

科

目

講

義

・

実

習

科

目

専

門

科

目

実

技

科

目

スポーツ学入門Ⅱ（各論）　 1後

救急処置法 1前

スポーツ哲学概論 2後

フレッシュマンキャンプ 1前

雪上実習 1後

水辺実習　 2前

インターンシップ実習 3通

スポーツ学研究法　 2後

スポーツ指導論　 2前

障害者スポーツ概論 2前

テーピング・マッサージ法 1後

健康教育・管理論 2後

スポーツ医学概論　 2後

スポーツ栄養学概論 2後

身体発育発達論 2前,後

レジャー･レクリエーション論 2前

衛生・公衆衛生学 2前

体育・スポーツ史 2前

運動学概論　 2前

スポーツ政策論　 2前

学校保健 3後

体力測定と評価 3後

武道論 3前

舞踊論
前
2後

スポーツ法学 2後

スポーツボランティア実習 2・3・4通

スポーツと安全管理 2前

スポーツと環境 2前

スポーツ生理学Ⅰ 2前

スポーツバイオメカニクス 2前

スポーツ統計学 2前

海外研修実習 未開講
2・3・4前,後

小計（40科目） －

Ａ
群

器械運動 1前,後

陸上競技 1前,後

Ｂ
群

バスケットボール 1前,後

バレーボール 1前,後

サッカー 1前,後

テニス 1前

ソフトボール 2前

Ｃ
群

柔道 2前,後

剣道 2前,後

ダンス 2前,後
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1 1

1 1

1 1 兼1 担当者辞任により、担当者変更(28)

1 1 1 担当者昇格(28)

1 1

1 1

1 1 1 担当者昇格(28)

17
7
6
7

3
6

5
2
3

2
1

兼3
兼2
兼1

届出時の修正による集計の修正（兼2）

4 2
１
2

担当者辞任及び担当者昇格(28)
コース必修

4 2
１
2

担当者辞任及び担当者昇格(28)
コース必修

1
2
1

1
2
1

担当者昇格(28)
コース必修　集中
届出時では准教授１名と記載していたが、正しくは教授
１名、准教授2名

1
2
1

1
2
1

担当者昇格(28)
コース必修　集中
届出時では准教授１名と記載していたが、正しくは教授
１名、准教授2名

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1

2 1
1
2

教育効果を高めるために配当年次、開講時期の変更・担
当者昇格及び担当者追加(28)
届出時では教授2名、准教授2名と記載していたが、正し
くは准教授1名

1 2
1
2
1

担当者辞任及び担当者昇格(28)
集中

2 1

2 1

2 1

23 2
1
2

4
3
４

1 3 1
担当者辞任、担当者昇格及び担当者追加(28)
コース必修

4
3
４

1 3 1
担当者辞任、担当者昇格及び担当者追加(28)
コース必修

1
3
４

1 3 1
担当者辞任、担当者昇格及び担当者追加(28)
コース必修

1
3
４

1 3 1
担当者辞任、担当者昇格及び担当者追加(28)
コース必修

2 1

2 3 2 1
担当者辞任により、担当者変更及び授業運営上の理由に
より、担当者追加(28)

2 1

2 1

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 1 担当者辞任により、担当者変更(28)

22
3
４

1 3 1

4
4
2

１
2

2
1

2
1

担当者辞任、担当者昇格及び授業運営上の理由により、
担当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

4
4
2

１
2

2
1

2
1

担当者辞任、担当者昇格及び授業運営上の理由により、
担当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

1
4
2

１
2

2
1

2
1

担当者辞任、担当者昇格及び授業運営上の理由により、
担当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

1
4
2

１
2

2
1

2
1

担当者辞任、担当者昇格及び授業運営上の理由により、
担当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

2 1

2
2
1

2
1

担当者昇格(28)
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

2 1 1 1 1 担当者昇格(28)

専

門

科

目

実

技

科

目

コ
ー

ス

専

門

科

目

学

校

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

専

門

科

目

野

外

ス

ポ
ー

ツ

エアロビックエクササイズ

レクリエーションスポーツ　 2前,後

体づくり運動・健康体操 2前,後

障害者スポーツ 2前,後

2・3後

スノースポーツ 2・3後

マリンスポーツ 2・3前

小計（17科目） －

Ｄ
群

エアロビックダンスⅠ 2前,後

野外スポーツ基礎演習 2通

野外スポーツ演習 3通

野外スポーツ専門実習Ⅰ 3前

野外スポーツ専門実習Ⅱ 3後

キャンプカウンセリング 2・3・4後

キャンプマネジメント 3前

野外スポーツ理論と実践
2･3･4前
3・4後

キャンプ指導法　 3前

野外スポーツ指導法　 3・4後

野外スポーツ特別講義 2・3・4前

野外スポーツプログラム 2・3・4前

小計（11科目） －

地

域

ス

ポ
ー

ツ

地域スポーツ基礎演習 2通

地域スポーツ演習 3通

地域スポーツ専門実習Ⅰ 3後

地域スポーツ専門実習Ⅱ 3後

地域社会とスポーツ 2・3・4後

地域スポーツの理論と実際 2・3・4前

生涯スポーツと地域保健 2・3・4前

こどものあそびと運動 2・3・4後

障害者スポーツ指導法　 2・3・4前

中高齢者と生涯スポーツ 3・4後

小計（10科目） －

学校スポーツ基礎演習 2通

学校スポーツ演習 3通

学校スポーツ専門実習Ⅰ 3前

学校スポーツ専門実習Ⅱ 3後

保健体育科教育課程論 3・4後

学校スポーツの理論と実際 2・3・4前

学校スポーツ指導法Ⅰ 2・3・4前
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2 1 2 1
担当者昇格及び授業運営上の理由により、担当者追加
(28)

2
1
1

1
担当者昇格(28)
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

2 1
１
2

2
1

2
1

担当者退任により、担当者変更及び担当者追加(28)
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更（27）

2 1 1 1 1
担当者昇格(28)
届出時では准教授１名と記載していたが、正しくは教授
１名

24
4
2

１
2

2
1

2
1

4
2
1
2

3 1

担当者辞任、担当者昇格及び授業運営上の理由により、
担当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

4
2
1
2

3 1

担当者辞任、担当者昇格及び授業運営上の理由により、
担当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

1 1 1 1
担当者辞任及び授業運営上の理由により、担当者変更
(28)
コース必修　ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1 1 1

授業運営上の理由により、担当者変更及び担当者追加
(28)
コース必修　ｵﾑﾆﾊﾞｽ
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 兼1
職位変更(28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2 1 兼1
職位変更(28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2 1

2 1 1 担当者辞任により、担当者変更(28)

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 1 担当者昇格(28)

26
2
1
2

3 1 兼1

4
4
3
4

2
1

1
2

後任決定、担当者昇格及び授業運営上の理由により、担
当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

4
4
3
4

2
1

1
2

後任決定、担当者昇格及び授業運営上の理由により、担
当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

1
4
3
4

2
1

1
2

後任決定、担当者昇格及び授業運営上の理由により、担
当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

1
4
3
4

2
1

1
2

後任決定、担当者昇格及び授業運営上の理由により、担
当者追加(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2 1 1

2
1
2

1 届出時では教授2名と記載していたが、正しくは教授１名

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2
1
1

後任決定(28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2 1 1 担当者昇格(28)

2
4
3
4

2
1

1
2

後任決定、担当者昇格及び担当者追加28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

2
2
1

1 授業運営上の理由により、担当者変更(28）

32
4
3
4

2
1

1
2

コ
ー

ス

専

門

科

目

学

校

ス

ポ
ー

ツ

テニスコーチング理論と実践

学校スポーツ指導法Ⅱ 2・3・4後

保健体育授業分析評価法 3・4前

教材開発演習Ⅰ 2・3・4前

教材開発演習Ⅱ 2・3・4前

小計（11科目） －

ト

レ
ー

ニ

ン

グ

・

健

康

トレーニングﾞ・健康基礎演習 2通

トレーニングﾞ・健康演習 3通

身体開発専門実習Ⅰ 3前

身体開発専門実習Ⅱ 3後

スポーツリハビリテーション 2・3・4前

運動処方と運動療法　 2・3・4後

スポーツ生理学Ⅱ 3・4後

実践スポーツ栄養学 2・3・4後

身体開発システム論 3後

身体開発特別講義 3・4後

スポーツコンディショニング論 3・4前

スポーツコンディショニング特別講義 3・4後

小計（12科目） －

コ
ー

チ

ン

グ

コーチング基礎演習 2通

コーチング演習 3通

コーチング専門実習Ⅰ 3前

コーチング専門実習Ⅱ 3後

コーチング理論Ⅰ 2・3・4前

コーチング理論Ⅱ 2・3・4前

サッカーコーチング理論と実践 2・3・4前

バレーボールコーチング理論と実践 2・3・4後

バスケットボールコーチング理論と実践 2・3・4前

2・3・4後

陸上競技コーチング理論と実践 2・3・4前

柔道コーチング理論と実践 2・3・4後

水泳コーチング理論と実践 2・3・4前

トップアスリート論 2・3・4後

コーチング理論Ⅲ 2・3・4後

小計（15科目） －
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4 1
2
1

1
1

1
担当者昇格(28)
コース必修
担当教員就任辞退により、担当教員変更（27）

4 1
2
1

1
1

1
担当者昇格28)
コース必修
担当教員就任辞退により、担当教員変更（27）

1 1 1
コース必修
担当教員就任辞退により、担当教員変更（27）

1
1
1

1

授業運営上の理由により、担当者変更(28)
コース必修
届出時では准教授1名と記載していたが、正しくは助教１
名

2 1

2 1 1
ｵﾑﾆﾊﾞｽ
担当教員就任辞退により、単独講義に変更（27）

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1

2 1 1
授業運営上の理由により、担当者変更(28)
教育課程充実のため、担当教員追加（27）

22 1
2
1

1
1

1

4 1
1
2

2
1

担当者辞任により、担当者変更(28)
コース必修

4 1
1
2

2
1

担当者辞任により、担当者変更(28)
コース必修

1 1
1
2

2
1

担当者辞任により、担当者変更(28)
コース必修

1 1
1
2

2
1

担当者辞任により、担当者変更(28)
コース必修

2
1
2

1
担当者辞任により、担当者変更(28)
ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2 1 1 担当者辞任により、担当者変更(28)

2 1

2 1

2 1

2 1

22 1
1
2

2
1

4
17
14
16

11
13
12

10
4
6

4
3

担当者辞任、担当者追加及び担当者昇格(28)
担当教員就任辞退により、後任未定（27）

1 1

1 1

1 1

2 1 1 担当者昇格(28)

2 兼1

1 兼1

1 1 1 担当者昇格(28)

1 1 1 兼1
担当者昇格(28)
届出時では兼任講師1名と記載していたが、正しくは准教
授1名

2 1 1

2 1 1

2 兼1

2 兼1

2 兼1

キ
ャ

リ

ア

関

連

科

目

ス

ポ
ー

ツ

ビ

ジ

ネ

ス

スポーツビジネス基礎演習 2通

スポーツビジネス演習 3通

スポーツビジネス専門実習Ⅰ 3後

スポーツビジネス専門実習Ⅱ 3後

スポーツマーケティング 2・3・4前

スポーツ・メディア論 2・3・4前

スポーツ施設イベントマネジメント 2・3・4後

スポーツ産業論 2・3・4後

スポーツスポンサーシップ 2・3・4前

スポーツマネジメント特別講義 2・3・4前

小計（10科目） －

ス

ポ
ー

ツ

情

報

戦

略

スポーツ情報戦略基礎演習 2通

スポーツ情報戦略演習 3通

スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ 3後

スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ 3後

身体操作法

2・3・4前

小計（10科目） －

2・3・4前

パフォーマンス分析論　 2・3・4後

スポーツメンタルサポート論 2・3・4後

スポーツ指導支援 2・3・4前

卒業研究 卒業研究 4通

コ
ー

ス

専

門

科

目

3・4後

レクリエーション指導法 3・4後

ゲーム分析法 2・3・4後

スポーツ動作分析法

アスレティックトレーナー特別講座(1) 1・2前

アスレティックトレーナー特別講座(2) 4前

アスレティックトレーナー実習Ⅰ 3前

アスレティックトレーナー実習Ⅱ 3前

アスレティックトレーナー実習Ⅲ 4後

健康運動指導士特別講座（1） 4前

健康運動指導士特別講座（2） 4後

キャリア英語Ⅰ 3・4前

キャリア英語Ⅱ 3・4前

キャリア英語Ⅲ 3・4後

エアロビックダンスⅡ 3・4前

エアロビックダンスⅢ
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2 兼1

2 1

2 1 兼2

教職課程認定審査時の指導により、職位変更及び担当者
追加
授業担当者都合により、開講時期の変更(28)
ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2 1 兼1
教職課程認定審査時の指導により、担当者追加(28)
ｵﾑﾆﾊﾞｽ

2 兼1 教職課程認定審査時の指導により、担当者変更(28)

2 兼1 教職課程認定審査時の指導により、担当者変更28)

2 1 兼1 担当者辞任により、職位変更(28)

2 1 1 1
教職課程審査時の指導により、担当者変更(28)
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更のため
（27）

2 1 1 担当者昇格(28)

2 1 教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更(28)

2 1 1
教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更及び担
当者変更(28)

2 1 兼1
教職課程認定審査時の指導により、担当者変更
授業担当者都合により、開講時期の変更(28)

2 兼1

2 1 兼1 教職課程認定審査時の指導により、担当者変更(28)

2 1

2 1 教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更(28)

2 兼1 教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更(28)

1 1

4 1

2 1

2
4
1

2 兼2 教職課程認定審査時の指導により、担当者追加(28)

2 兼1

2 兼1

2 65
8
5

1
4
3

2
1

2
1

兼11
兼8

届出時の修正による集計の修正 （准教授4）
担当教員就任辞退により、後任担当教員変更のため
（27）

選択 計

143 204

[0] [0]

キ
ャ

リ

ア

関

連

科

目

教職入門 1前

教師論 3後

教育学概論　
前

1・2前,後

教育心理学 2前

教育制度論 3前

生涯教育論　 2後

教育課程論 2前

保健体育科教育法Ⅰ（体育） 2前

保健体育科教育法Ⅱ（保健） 3前

教材研究Ⅰ（体育）
保健体育科教育法Ⅲ

3後

教材研究Ⅱ（保健）
総合学習教材研究

3後

道徳の指導法
後
2前

特別活動論 3後

教育方法論 2後

生徒・進路指導論 2前

教育相談基礎論
学校カウンセリング

3後

教育相談と学校カウンセリング
教育相談

3後

2前

特別支援教育論 2後

教育実習指導 3・4通

教育実習Ⅰ（実習期間：3週間以上） 4前

教育実習Ⅱ（実習期間2週間） 4前

小計（36科目） －

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

教職実践演習（中・高） 4後

福祉と介護

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは
　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

計

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由

36

必　修 自　由

科目 科目 科目 科目 科目 科目

[0]

25 143 36 204 25

[0]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　【該当なし】

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

＝ 0.00
未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目【該当なし】

　　　　知方法」を記入してください。
（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目【該当なし】
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備考

教育・研究充実のために図書資
料等の購入増を図った。（28）

校地の隣接地に10,264㎡の土地
を購入。平成28年度に造成し、
運動用地及び学生駐車場として
活用する予定。（28）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（28）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

15,019.28㎡
4,755.28㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

1,637.08㎡

79,482.00㎡

0㎡ 0㎡ 129,579.54㎡

0㎡
15,019.28㎡
4,755.28㎡

7室

実験実習室

9室

完成年度

600千円

145席

0㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

53,795〔2,039〕
（50,975〔2,023〕）

935〔156〕
（916〔151〕）

681〔681〕
（677〔677〕）

図
書
・
設
備

(５)

計
888〔141〕

種

スポーツ学部
スポーツ学科

48,001〔1,971〕

講　義　室

12室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

1,200千円 ―　千円

600千円

設備購入費

図書購入費

1,200千円 ―　千円

144,598.82㎡
134,334.82㎡

語学学習施設

（補助職員　　人）

1室

情報処理学習施設

2室

（補助職員　1　人）

第６年次

―　千円 3,000千円

7,721千円 7,721千円

開設年度

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,450千円 1,200千円

第４年次 第５年次

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

6,337.97㎡
屋内水泳場1棟　トラック1面
サッカー競技場1面

テニスコート8.5面 野球場1面

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度

46,194冊

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学経常費補助金、寄附金、雑収入　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 4,500千円 4,500千円 3,000千円

―　千円

681〔681〕
（677〔677〕）

1,676
（1,624）

（0）

収 納 可 能 冊 数

1,511 0 0

（0） （0）
1,676
（1,624）

点 点 点

48,001〔1,971〕 590〔590〕

（0）

590〔590〕 1,511 0 0

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

３　施設・設備の整備状況，経費

専任教員数増に伴い研究室増
設。（28）

0㎡ 12,268.03㎡

（12,268.03㎡）

144,598.82㎡
134,334.82㎡

0㎡

計

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

スポーツ学部　スポーツ学科 室

冊

888〔141〕

53,795〔2,039〕
（50,975〔2,023〕）

935〔156〕
（916〔151〕）

(４) 専任教員研究室

12,268.03㎡ 0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

43
41

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

校

地

等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0㎡

運動場用地

小　　　計 129,579.54㎡

79,482.00㎡ 0㎡

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

0㎡ 0㎡ 50,097.54㎡50,097.54㎡

（12,268.03㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２８年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

マネジメント学部

　マネジメント学科 4 90 - 670 学士
（経営学）

0.96 平成15年度
大阪府大阪市東淀川区相川
3丁目10番62号

　スポーツマネジメント学科 4 90 - 90 学士
（経営学）

1.21 平成28年度 同上

芸術学部

　造形芸術学科 4 177 - 419 学士
（芸術）

0.95 平成18年度 同上

　情報デザイン学科 4 - - - 学士
（芸術）

- 平成18年度 平成27年より学生募集停止

　環境デザイン学科 4 - - - 学士
（芸術）

- 平成18年度 平成27年より学生募集停止

教育学部

　教育学科 4 120
3年次
10

350 学士
（教育学）

1.09 平成26年度 同上

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

スポーツ学研究科

　スポーツ学専攻 2 10 - 20 修士
（スポーツ学）

0.60 平成24年度
滋賀県大津市北比良1204番
地

スポーツ学部

　スポーツ学科 4 360 - 640 学士
（スポーツ学）

1.13 平成27年度 同上

　生涯スポーツ学科 - - - 学士
（スポーツ学）

- 平成15年度 平成27年より学生募集停止

　競技スポーツ学科 - - - 学士
（スポーツ学）

- 平成15年度 平成27年より学生募集停止

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

総合生活学科 2 - - -
短期大学士

（生活デザイン）
（食物）
（栄養）

- 昭和26年度 平成28年より学生募集停止

幼児教育学科 2 300 - 540 短期大学士
（幼児教育） 1.00 昭和31年度

大阪府大阪市東淀川区相川
3丁目10番62号

観光学科 2 90 - 180 短期大学士
（観光） 0.98 昭和42年度 同上

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 2 30 - 80 短期大学士
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 0.86 平成15年度 同上

経営会計学科 2 50 - 110 短期大学士
（経営会計） 0.89 平成15年度 同上

生活デザイン学科 2 50 - 50 短期大学士
（生活デザイン） 0.98 平成28年度 同上

調理・製菓学科 2 120 - 120 短期大学士
（調理・製菓） 1.07 平成28年度 同上

栄養学科 2 120 - 120 短期大学士
（栄養） 0.96 平成28年度 同上

４　既設大学等の状況

　大　阪　成　蹊　大　学

　び　わ　こ　成　蹊　ス　ポ　ー　ツ　大　学

　大　阪　成　蹊　短　期　大　学
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　　　　平成２８年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。
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５　教員組織の状況

＜スポーツ学部　スポーツ学科＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専 教授 ｶﾀﾞ　ﾕｷｺ
嘉田　由紀子

（64）

平成27年4月 スポーツ学入門Ⅰ（総論）※ 担当教員追加（27）

専

教授 ｼﾐｽﾞ　ｼﾛｳ

清水　史郎
(66)

平成27年4月

スポーツ学入門Ⅰ（総論)
スポーツ学入門Ⅱ（各論）
スポーツ学研究法
フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
スノースポーツ
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
キャンプ指導法
野外スポーツ特別講義
野外スポーツ演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※

フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
スノースポーツ
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
キャンプ指導法
野外スポーツ特別講義
野外スポーツ演習
卒業研究

平成28年3月
清水史郎教授　一身上の都合により、辞任。
後任については「スノースポーツ」、「野外スポーツ
特別講義」は中野友博教授が担当。それ以外の科目
は、他に複数専任教員が担当しているため、支障はな
い(28)
担当者授業科目の変更（27）
届出時　ｵﾑﾆﾊﾞｽの記載洩れ

担当者授業科目の変更（27）

専 教授 ﾅｶﾉ　ﾄﾓﾋﾛ
中野　友博

（58）

平成28年4月 スノースポーツ
野外スポーツ特別講義

清水史郎教授辞任により、担当者変更（28）

専

教授 ｱﾗｲ　ﾋﾛｼ

新井　　博
(58)

平成27年4月 スポーツ哲学概論
体育・スポーツ史
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
地域スポーツ演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ哲学概論
体育・スポーツ史
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
地域スポーツ演習
卒業研究

届出時に記載洩れ

専

教授 ﾅｶﾉ　ﾄﾓﾋﾛ

中野　友博
(57)

平成27年4月 フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
野外スポーツ専門実習Ⅰ
野外スポーツ専門実習Ⅱ
キャンプマネジメント
キャンプ指導法
野外スポーツ指導法
野外スポーツ演習
卒業研究
レクリエーション指導法

フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
野外スポーツ専門実習Ⅰ
野外スポーツ専門実習Ⅱ
キャンプマネジメント
キャンプ指導法
野外スポーツ指導法
野外スポーツ演習
卒業研究
レクリエーション指導法
スノースポーツ
野外スポーツ特別講義

届出時に記載洩れ

清水史郎教授辞任により、担当授業科目追加(28)
清水史郎教授辞任により、担当授業科目追加(28)

専

教授 ｶﾅﾓﾘ　ﾏｻｵ

金森　雅夫
(62)

平成27年4月 衛生・公衆衛生学
インターンシップ実習
体力測定と評価※
スポーツと安全管理
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
生涯スポーツと地域保健
地域スポーツ演習
卒業研究
健康運動指導士特別講座(1）
健康運動指導士特別講座(2）

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
衛生・公衆衛生学
インターンシップ実習
体力測定と評価※
スポーツと安全管理
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
生涯スポーツと地域保健
地域スポーツ演習
卒業研究
健康運動指導士特別講座(1）
健康運動指導士特別講座(2）

平成28年3月
金森雅夫教授一身上の都合により、辞任。「衛生・公
衆衛生学」は、金森雅夫兼任講師も引き続き担当。そ
の他の科目は狩野孝之教授が担当(28)
届出時に記載洩れ

専 教授 ｶﾘﾉ　ﾀｶﾕｷ
狩野　孝之

（50）

平成28年4月 スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
衛生・公衆衛生学
インターンシップ実習
体力測定と評価※
スポーツと安全管理
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
生涯スポーツと地域保健
地域スポーツ演習
卒業研究
健康運動指導士特別講座(1）
健康運動指導士特別講座(2）
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

平成28年3月金森雅夫教授辞任により、担当者変更
(28)

兼任 講師 ｶﾅﾓﾘ　ﾏｻｵ
金森　雅夫

（63）

平成28年4月 衛生・公衆衛生学 教職課程申請審査時の指導により、職位等変更し、担
当(28)

専

教授 ｼﾊﾞﾀ　ﾄｼｶｽﾞ

柴田　俊和
(63)

平成27年4月 運動学概論
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
保健体育科教育課程論
学校スポーツ指導法Ⅱ
教材開発演習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究
教職入門

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
運動学概論
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
保健体育科教育課程論
学校スポーツ指導法Ⅱ
教材開発演習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究
教師論
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
保健体育科教育法Ⅰ（体育）

教材研究Ⅰ(体育)

教職実践演習（中･高）

届出時に記載洩れ

届出時に科目名の記載ミス
担当授業科目追加(28)
担当授業科目追加(28)
教職課程申請審査時の指導により、担当授業科目追加
(28)
教職課程申請審査時の指導により、担当科目授業追加
(28)
教職課程申請審査時の指導により、担当授業科目追加
(28)
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専 教授 ｼﾊﾞﾀ　ﾄｼｶｽﾞ
柴田　俊和

(64)

平成28年4月 教職課程認定審査時の指導により、担当者変更（28）教材研究Ⅰ（体育）

専

教授 ｼﾝﾀｸ　ﾕｷﾉﾘ

新宅　幸憲
(63)

平成27年4月 身体発育発達論
インターンシップ実習
レクリエーションスポーツ
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
こどものあそびと運動
地域スポーツ演習
卒業研究

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
身体発育発達論
インターンシップ実習
レクリエーションスポーツ
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
こどものあそびと運動
地域スポーツ演習
卒業研究

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更(28)
届出時に記載洩れ

専

教授 ｽｶﾞｲ　ｷｮｳｺ

菅井　京子

(61)

平成27年4月 体育・スポーツ史
体づくり運動・健康体操
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
中高齢者と生涯スポーツ
地域スポーツ演習
卒業研究

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
体育・スポーツ史
体づくり運動・健康体操
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
中高齢者と生涯スポーツ
地域スポーツ演習
卒業研究

平成28年3月
菅井京子教授 一身上の都合により、辞任。
｢体育・スポーツ史｣は新井博教授、｢体づくり運動・
健康体操」は中山忠彦兼任講師が担当。「教養演習
Ａ」は豊田則成教授、田村徳子講師にて担当。それ以
外の科目は、黒須朱莉講師が担当（28）
届出時に記載洩れ

専 講師 ｸﾛｽ　ｱｶﾘ
黒須　朱莉

(31)

平成28年4月 教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
中高齢者と生涯スポーツ
地域スポーツ演習
卒業研究
地域スポーツ理論と実際

菅井京子教授辞任により、担当者変更(28)

担当授業科目追加(28)

兼任 講師 ﾅｶﾔﾏ　ﾀﾀﾞﾋｺ
中山　忠彦

（42）

平成28年4月 体づくり運動・健康体操 菅井京子教授辞任により、担当者変更（28）

専

教授 ﾅｶｿﾞﾉ　ｼﾝｼﾞ

中薗　伸二
(56)

平成27年4月 健康教育・管理論
学校保健
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究
保健体育科教育法Ⅲ

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
健康教育・管理論
学校保健
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究
教材研究Ⅰ（体育)
保健体育科教育法Ⅲ

教材研究Ⅱ（保健）
教職実践演習（中・高）

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更(28)
届出時に記載洩れ
複数教員配置により、平成28年度は担当せず（28）
複数教員配置により、平成28年度は担当せず（28）

教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更及び
柴田俊和教授に担当者変更（28）
教職課程認定審査時の指導により、担当科目追加
（28）
教職課程認定審査時の指導により、担当科目追加
（28）

専

教授 　ﾄﾘﾊﾞ　ｹﾝｼﾞ

鳥羽　賢二

(56)

平成27年4月 スポーツ政策論
バレーボール
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅱ
バレーボールコーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ政策論
バレーボール
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅱ
バレーボールコーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

届出時に記載洩れ

専

教授 ﾜｶﾖｼ　ｺｳｼﾞ

若吉　浩二

(53)

平成27年4月 スポーツ生理学概論
水中運動法
スポーツ生理学Ⅰ
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅰ※
身体開発システム論
トレーニング・健康演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ生理学概論
水中運動法
スポーツ生理学Ⅰ
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅰ※
身体開発システム論
トレーニング・健康演習
卒業研究

平成28年3月
若吉浩二教授 一身上の都合により、辞任。
｢スポーツ生理学概論」は若吉浩二兼任講師が担当。
「水中運動法｣は他に複数教員が担当しているため、
支障はない。それ以外の科目は、禰屋光男講師が担当
(28)
届出時に記載洩れ

専 准教授 ﾈﾔ　ﾐﾂｵ
禰屋　光男

（43）

平成28年4月 スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ生理学Ⅰ
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅰ※
身体開発システム論
トレーニング・健康演習
卒業研究
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

若吉浩二教授辞任により、担当者変更(28)

担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）

兼任 講師 ﾜｶﾖｼ　ｺｳｼﾞ
若吉　浩二

(54)

平成28年4月 スポーツ生理学概論 教職課程認定審査時の指導により、職位等変更し、担
当(28)

専

教授 ｺﾞﾄｳ　ﾋﾃﾞﾌﾐ

後藤　英文

(61)

平成27年4月 現代社会とジャーナリズム
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツ・メディア論※
スポーツビジネス演習
卒業研究

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
現代社会とジャーナリズム
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツ・メディア論※
スポーツビジネス演習
卒業研究

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

単独講義に変更（27）

専

教授 ｼﾌﾞﾀﾆ　ﾄｼﾋﾛ

渋谷　俊浩

(52)

平成27年4月 陸上競技
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅰ
陸上競技コーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

陸上競技
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅰ
陸上競技コーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

届出時に記載洩れ
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専

教授 ﾀｶﾊｼ　ﾏｻﾕｷ

高橋　正行

(58)

平成27年4月 身体構造と機能※
救急処置法
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
運動処方と運動療法
身体開発専門実習Ⅱ※
スポーツ生理学Ⅱ
トレーニング・健康演習
卒業研究

後任未定

身体構造と機能※
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
救急処置法
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
運動処方と運動療法
身体開発専門実習Ⅱ※
スポーツ生理学Ⅱ
トレーニング・健康演習
卒業研究

｢運動処方と運動療法｣、「スポーツ生理学Ⅱ｣は高橋
正行兼任講師が担当。それ以外の科目は、他の専任教
員が担当しているため支障はない。(28)

届出時に記載洩れ
平成27年3月
高橋正行　一身上の都合で就任辞退
平成27年10月から専任教員採用予定で公募中。（27）

兼任 講師 高橋　正行
（59）

平成28年4月 運動処方と運動療法
スポーツ生理学Ⅱ

職位等変更し、担当(28)
職位等変更し、担当(28)

専

教授 ﾄﾖﾀﾞ　ﾉﾘｼｹﾞ

豊田　則成

(47)

平成27年4月 スポーツ心理学概論
スポーツボランティア実習
インターンシップ実習
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
スポーツメンタルサポート論
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

スポーツ心理学概論
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツボランティア実習
インターンシップ実習
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
スポーツメンタルサポート論
スポーツ情報戦略演習
卒業研究
スポーツ学入門Ⅰ（総論)※
スポーツ学研究法
教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

届出時に記載洩れ

担当授業科目の追加(27）
担当授業科目の追加(27）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）

専

教授 ﾑﾗﾀ　ﾏｻｵ

村田　正夫

(50)

平成27年4月 武道論
柔道
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
柔道コーチング論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

後任未定 スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
武道論
柔道
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
柔道コーチング論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

届出時に記載洩れ

平成27年3月
 村田正夫　大阪成蹊大学へ転任
平成27年10月から専任教員採用予定で公募中。（27）

専 教授 ﾊﾔｼ　ﾋﾛﾉﾘ
林　弘典
（42）

平成27年10月 スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
武道論
柔道
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
柔道コーチング論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究
コーチング理論Ⅲ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

平成27年3月村田正夫教授辞任により、担当者変更
(28)

担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）

兼任 講師 ﾑﾗﾀ　ﾏｻｵ
村田　正夫

(51)

平成28年4月 柔道

教職実践演習(中･高)

教職課程認定審査時の指導により、担当者追加（28）
教職課程認定審査時の指導により、担当者追加（28）

専

教授 ﾓﾁﾂﾞｷ　ｻﾄﾙ

望月　聡

(50)

平成27年4月 サッカー
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
サッカーコーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング理論Ⅲ
コーチング演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
サッカー
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
サッカーコーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング理論Ⅲ
コーチング演習
卒業研究
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

届出時に記載洩れ

担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）

専

教授 ﾀｶﾔﾅｷﾞ　ﾏｻﾄ

高柳　真人

(57)

平成27年4月 教育心理学
生徒・進路指導論
学校カウンセリング

教養演習Ａ

教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
教育心理学※

生徒・進路指導論
教育相談基礎論
学校カウンセリング

教育実習指導
教育実習Ⅰ(実習期間：3週間以上）
教育実習Ⅱ(実習期間2週間）
教職実践演習（中・高）

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

教職課程認定審査時の指導により、ｵﾑﾆﾊﾞｽ授業となり
藤田正兼任講師を追加（28）

教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更
（28）

届出時に記載洩れ

兼任 講師 ﾌｼﾞﾀ　ﾀﾀﾞｼ
藤田　正
（68）

平成28年4月 教育心理学※ 教職課程認定審査時の指導により、担当者追加(28)

専

教授 ﾆｼﾉ　ﾏﾁｺ

西野　麻知子

(63)

平成27年4月 身近な自然科学
地球の歴史と琵琶湖
スポーツと環境

身近な自然科学
地球の歴史と琵琶湖

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツと環境

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

専

准教授 ｸﾛｻﾜ　ﾀｹｼ

黒澤　　毅

(42)

平成27年4月 フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
マリンスポーツ
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
野外スポーツ専門実習Ⅰ
野外スポーツ専門実習Ⅱ
キャンプカウンセリング
野外スポーツ理論と実践
キャンプ指導法
野外スポーツ演習
卒業研究

教授
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
マリンスポーツ
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
野外スポーツ専門実習Ⅰ
野外スポーツ専門実習Ⅱ
キャンプカウンセリング
野外スポーツ理論と実践
キャンプ指導法
野外スポーツ演習
卒業研究

教授に昇格したため（28）
届出時に記載洩れ

専

准教授 ｻﾄｳ　ｹｲ

佐藤　馨

(46)

平成27年4月 スポーツ社会学概論
レジャー・レクリエーション論
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域社会とスポーツ
地域スポーツ演習
卒業研究

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ社会学概論
レジャー・レクリエーション論
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域社会とスポーツ
地域スポーツ演習
卒業研究

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ
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専

准教授 ﾀﾆｶﾞﾜ　ﾅｵﾐ

谷川　尚己

(63)

平成27年4月 インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツ指導法Ⅰ
教材開発演習Ⅰ
学校スポーツ演習
卒業研究
保健体育科教育法Ⅱ(保健）
総合学習教材研究

教授
教養演習Ａ

教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツ指導法Ⅰ
教材開発演習Ⅰ
学校スポーツ演習
卒業研究
保健体育科教育法Ⅱ(保健）
教材研究Ⅱ（保健）
総合学習教材研究

教職実践演習(中･高)

教授に昇格したため（28）
豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更及び
中薗伸二教授へ担当者変更（28）

教職課程認定審査時の指導により、担当科目追加
（28）

専

准教授 ﾊﾔｼ（ｲﾄﾞ）　ｱﾔｺ

林（井戸）　　綾子

(40)

平成27年4月 フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
野外スポーツ専門実習Ⅰ
野外スポーツ専門実習Ⅱ
キャンプ指導法
野外スポーツプログラム
野外スポーツ演習
卒業研究

フレッシュマンキャンプ
雪上実習
水辺実習
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
野外スポーツ基礎演習
野外スポーツ専門実習Ⅰ
野外スポーツ専門実習Ⅱ
キャンプ指導法
野外スポーツプログラム
野外スポーツ演習
卒業研究
野外スポーツ理論と実践
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

届出時に記載洩れ

担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）

専

准教授 ﾓﾘｶﾜ（ｻｲﾄｳ）　ﾐｴｺ

森川（齋藤）　実江子

(64)

平成27年4月 コミュニケーションと身体表現
舞踊論
インターンシップ実習
ダンス
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
教材開発演習Ⅰ
学校スポーツ演習
卒業研究

コミュニケーションと身体表現
舞踊論
教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
ダンス
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
教材開発演習Ⅰ
学校スポーツ演習
卒業研究

平成28年3月
森川（齋藤)実江子准教授定年により、退任。｢コミュ
ニケーションと身体表現」、｢舞踊論｣は森川(齋藤)実
江子兼任講師、｢ダンス｣は大西祐司講師が担当。それ
以外の科目については、他の複数専任教員が担当して
いるため、支障がない（28）

届出時に記載洩れ

専 講師 ｵｵﾆｼ　ﾕｳｼﾞ
大西　祐司

(28)

平成28年4月 ダンス 森川（齋藤）実江子准教授退任により、担当者変更(28)

兼任 講師 ﾓﾘｶﾜ（ｻｲﾄｳ）　ﾐｴｺ
森川（齋藤）　実江

子
(65)

平成28年4月 コミュニケーションと身体表現
舞踊論

職位等変更し、担当(28)
職位等変更し、担当(28)

専

准教授 ｺﾏﾂ　ﾀｹｼ

小松　　猛

(47)

平成27年4月 身体構造と機能※
スポーツ医学概論
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
スポーツリハビリテーション
身体開発特別講義
トレーニング・健康演習
卒業研究
アスレティックトレーナー実習Ⅱ

教授
身体構造と機能
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ医学概論
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
スポーツリハビリテーション
身体開発特別講義
トレーニング・健康演習
卒業研究
アスレティックトレーナー実習Ⅱ

教授に昇格したため（28）
単独講義に変更（27）
届出時に記載洩れ

専

准教授 ｼｶﾞ　ﾐﾂﾙ

志賀　　充

(42)

平成27年4月 インターンシップ実習
陸上競技
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
身体操作法※
パフォーマンス分析論
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
陸上競技
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
身体操作法※
パフォーマンス分析論
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

平成28年3月
志賀充准教授一身上の都合により、辞任。「教養演習
Ａ」は、豊田則成教授、田村徳子講師が担当。「陸上
競技」は他の専任教員が担当しているため、支障はな
い。それ以外の科目は藤林献明講師が担当。（28）
届出時に記載洩れ

専 講師 ﾌｼﾞﾊﾞﾔｼ　ﾉﾌﾞｱｷ
藤林　献明

(31）

平成28年4月 教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
身体操作法※
パフォーマンス分析論
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

平成28年3月志賀充准教授辞任により、担当者変更
(28)

専

准教授 ﾀｶﾊｼ　ｹｲｿﾞｳ

高橋　佳三

(40)

平成27年4月 スポーツバイオメカニクス
インターンシップ実習
ソフトボール
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
身体操作法※
スポーツ動作分析法
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツバイオメカニクス
インターンシップ実習
ソフトボール
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
身体操作法※
スポーツ動作分析法
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

届出時に記載洩れ

専

准教授 ﾂｸﾀﾞ　ﾌﾐｺ

佃　　文子

(45)

平成27年4月 体力トレーニング法
テーピング･マッサージ法
救急処置法
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
スポーツコンディショニング論
スポーツコンディショニング特別講義
トレーニング・健康演習
卒業研究
アスレティックトレーナー特別講座
(1)
アスレティックトレーナー実習Ⅲ

教授
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
体力トレーニング法
テーピング･マッサージ法
救急処置法
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
スポーツコンディショニング論
スポーツコンディショニング特別講義
トレーニング・健康演習
卒業研究
アスレティックトレーナー特別講座(1)
アスレティックトレーナー実習Ⅲ
身体開発専門実習Ⅱ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

教授に昇格したため(28)
届出時に記載洩れ

担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
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専

専 教授 ﾊﾔｼ　ﾋﾛﾉﾘ
林　弘典
（42）

平成28年4月 コーチング理論Ⅲ 授業運営上の理由により、担当者変更（28）

専 教授 ｼﾊﾞﾀ　ﾄｼｶｽﾞ
柴田　俊和

(64)

平成28年4月 保健体育科教育法Ⅰ(体育） 教職課程認定審査時の指導により、担当者変更（28）

専 准教授 ｼﾗｷ　ﾀｶﾋｻ
白木　孝尚

(39)

平成28年4月 コーチング理論Ⅰ 授業運営上の理由により、担当者変更（28）

専

准教授 ﾌｼﾞﾏﾂ（ﾀｲﾏ）　ﾉﾘｺ

藤松（當麻）　典子

(53)

平成27年4月 インターンシップ実習
体力測定と評価※
エアロビックダンスⅠ
エアロビックエクササイズ
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅱ※
トレーニング・健康演習
卒業研究
エアロビックダンスⅡ
エアロビックダンスⅢ
健康運動指導士特別講座(1）
健康運動指導士特別講座(2）

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
体力測定と評価※
エアロビックダンスⅠ
エアロビックエクササイズ
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅱ※
トレーニング・健康演習
卒業研究
エアロビックダンスⅡ
エアロビックダンスⅢ
健康運動指導士特別講座(1）
健康運動指導士特別講座(2）
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

届出時に記載洩れ

担当授業科目追加(28)
担当授業科目追加(28)

専

准教授 ﾖｼｶﾜ　ﾌﾐﾄ

吉川　文人

(43)

平成27年4月 インターンシップ実習
バスケットボール
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅰ
バスケットボールコーチング論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
バスケットボール
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅰ
バスケットボールコーチング論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

届出時に記載洩れ

白木孝尚准教授に担当者変更(28)

担当授業科目追加(28)
担当授業科目追加(28)

専

准教授 ﾖｼﾀﾞ　ﾏｻﾕｷ

吉田　政幸

(35)

平成27年4月 スポーツマネジメント概論
海外研修実習
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツマーケティング
スポーツスポンサーシップ
スポーツビジネス演習
卒業研究

スポーツマネジメント概論
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
海外研修実習
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツマーケティング
スポーツスポンサーシップ
スポーツビジネス演習
卒業研究
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ

届出時に記載洩れ

担当授業科目追加(28)
担当授業科目追加(28)

専

准教授 ｽﾃｨｰﾌﾞ　ﾕｰｺﾞﾋﾞｯﾁ

Steve Jugovic

(44)

平成27年4月 英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ

英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※ 届出時に記載洩れ

専

講師 ﾐﾅﾐｼﾏ（ﾅｶﾞﾀ）　ｴｲｺ

南島（長田）　永衣子

(37)

平成27年4月 インターンシップ実習
ソフトボール
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツの理論と実際
保健体育授業分析評価法
教材開発演習Ⅰ
学校スポーツ演習
卒業研究
保健体育科教育法Ⅰ（体育）

専
講師
助教 ｵｵﾆｼ　ﾕｳｼﾞ

大西　祐司
（28）

平成27年4月 スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツの理論と実際
保健体育授業分析評価法
教材開発演習Ⅰ
学校スポーツ演習
卒業研究
保健体育科教育法Ⅰ(体育)

教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
ダンス
学校スポーツ指導法Ⅱ
教職実践演習（中･高）

講師に昇格したため(28)
届出時に記載洩れ
平成26年9月
南島永衣子　一身上の都合により就任辞退ため担当者
変更　（27）
「ソフトボール」は、他に担当教員が1名いるため支
障はない（27）

教職課程認定審査時の指導により、柴田俊和教授に担
当者変更（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
教職課程認定審査時の指導により、担当科目追加
（28）

講師 ｶﾀｶﾐ（ﾖｼﾀﾞ）　ﾁｴ

片上（吉田）　千恵

(47)

平成27年4月 情報発信と情報倫理
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツビジネス専門実習Ⅰ
スポーツ・メディア論※
スポーツビジネス演習
卒業研究

専 准教授 ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾂｿﾞｳ
山本　達三

（47）

平成27年4月 スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツビジネス専門実習Ⅰ
スポーツマネジメント特別講義
スポーツビジネス演習
卒業研究
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツビジネス専門実習Ⅱ

届出時に記載洩れ

平成27年3月
片上　千恵　一身上の都合により就任辞退のため担当
者変更（27)

担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）
担当授業科目追加（28）

兼任 講師
後任未定
的地　修

(70)

平成28年4月 情報発信と情報倫理 後任決定(28)
平成28年4月から採用予定で公募中 (27)

専

講師 ｷﾀﾑﾗ　ﾃﾂ

北村　　哲

(35)

平成27年4月 スポーツ指導論
テニス
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅱ
テニスコーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ指導論
テニス
インターンシップ実習
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
コーチング理論Ⅱ
テニスコーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング演習
卒業研究

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更(28)
届出時に記載洩れ

専

講師 ｼﾗｷ　ﾀｶﾋｻ

白木　孝尚

(38)

平成27年4月 インターンシップ実習
水中運動法
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
水泳コーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング理論Ⅲ
コーチング演習
卒業研究

准教授

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
水中運動法
コーチング基礎演習
コーチング専門実習Ⅰ
コーチング専門実習Ⅱ
水泳コーチング理論と実践
トップアスリート論
コーチング理論Ⅲ
コーチング演習
卒業研究
コーチング理論Ⅰ

准教授に昇格したため(28)
豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

林弘典教授に担当者変更（28）

担当授業科目追加（28）

専

講師 ﾀｹﾀﾞ（ｸﾛｲﾜ） ｻﾄｺ

武田（黒岩） 哲子

(34)

平成27年4月 栄養と健康
スポーツ栄養学概論
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅰ※
実践スポーツ栄養学
トレーニング・健康演習
卒業研究

栄養と健康

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ栄養学概論
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
身体開発専門実習Ⅰ※
実践スポーツ栄養学
トレーニング・健康演習
卒業研究

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ、
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専 准教授 ﾔﾏﾓﾄ　ﾀﾂｿﾞｳ
山本　達三

（48）

平成28年4月 授業運営上の理由により、担当者変更(28)スポーツビジネス専門実習Ⅱ

専

講師 ﾔﾏﾀﾞ　ﾋﾛｼ

山田　庸

(38)

平成27年4月 スポーツ統計学
サッカー
インターシップ実習
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
スポーツ指導支援
ゲーム分析法
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

教養演習Ａ

教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
スポーツ統計学
サッカー
インターシップ実習
スポーツ情報戦略基礎演習
スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ
スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ
スポーツ指導支援
ゲーム分析法
スポーツ情報戦略演習
卒業研究

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

専

助教 ﾅｶｿﾈ　ﾓﾘｱﾂ

仲宗根　森敦

(30)

平成27年4月 器械運動
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツの理論と実際
学校スポーツ指導法Ⅰ
学校スポーツ指導法Ⅱ
教材開発演習Ⅰ
教材開発演習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究

講師
器械運動

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツの理論と実際
学校スポーツ指導法Ⅰ
学校スポーツ指導法Ⅱ
教材開発演習Ⅰ
教材開発演習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究
運動学概論
教職実践演習(中･高)

講師に昇格したため(28)

豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更(28)
届出時に記載洩れ
複数教員配置により、平成28年度は担当せず（28）
複数教員配置により、平成28年度は担当せず（28）

担当授業科目追加（28）
教職課程認定審査時の指導により、担当授業科目追加
（28）

専

助教 ｶﾜﾆｼ　ﾏｻﾋﾛ

河西　正博

(32)

平成27年4月 インターンシップ実習
障害者スポーツ概論
障害者スポーツ
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
障害者スポーツ指導法
地域スポーツ演習
卒業研究

講師

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
障害者スポーツ概論
障害者スポーツ
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツの理論と実際
障害者スポーツ指導法
地域スポーツ演習
卒業研究

講師に昇格したため（28）
豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ

複数教員配置により、平成28年度は担当せず（28）

専

助教 ﾖｼｸﾗ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ

吉倉　秀和

(32)

平成27年4月 インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツビジネス専門実習Ⅱ
スポーツ施設イベントマネジメント
スポーツ産業論
スポーツマネジメント特別講義
スポーツビジネス演習
卒業研究

講師
教養演習Ａ

教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
スポーツビジネス基礎演習
スポーツビジネス専門実習Ⅱ
スポーツ施設イベントマネジメント
スポーツ産業論
スポーツマネジメント特別講義
スポーツビジネス演習
卒業研究

講師に昇格したため（28）
豊田則成教授、田村徳子講師に担当者変更（28）
届出時に記載洩れ。

山本達三准教授に担当者変更（28）

授業運営上の理由により、平成28年度は担当せず。
（28）

専

助教 ﾀｹｲ　ﾃﾂﾛｳ

武井　哲郎

(30)

平成27年4月 教育学概論
道徳の指導法
教育方法論
教育課程論

教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
教育学概論
道徳の指導法
教育方法論
教育課程論

平成28年3月
武井哲郎助教一身上の都合により、辞任。「教養演習
Ａ」、「教養演習Ｂ」、「教養演習Ｃ」、「スポーツ
学入門Ⅱ（各論）」は他の複数専任教員が担当してい
るため、支障はない。
教職課程認定審査時の指導により、「教育学概論」、
「教育課程論」は職位等を変更し、担当。「道徳の指
導法」は川地亜弥子兼任講師が担当。｢教育方法論」
は赤沢真世兼任講師が担当。

届出時に記載洩れ

兼任 講師 ﾀｹｲ　ﾃﾂﾛｳ
武井　哲郎

(31)

平成28年4月 教育学概論※

教育課程論

平成28年10月

教職課程認定審査時の指導により、職位等変更し、担
当。ｵﾑﾆﾊﾞｽ授業となり、榊原志保兼任講師を追加(28)
教職課程申請審査時の指導により、職位等変更し、担
当(28)

兼任 講師 ｻｶｷﾊﾞﾗ　ｼﾎ
榊原　志保

（47）

平成28年4月 教育学概論※ 教職課程認定審査時の指導により、担当者追加（28）

教職課程認定審査時の指導により、担当者変更（28）兼任

兼任 講師 ｱｶｻﾞﾜ　ﾏｻﾖ
赤沢　真世

（37）

平成28年10月 教育方法論 教職課程認定審査時の指導により、担当者変更（28）

専 教授 ｶﾜｲ　ﾋﾃﾞﾕｷ
川合　英之

（57）

平成28年4月

道徳の指導法講師 ｶﾜｼﾞ　ｱﾔｺ
川地　亜弥子

（41）

教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツ演習
卒業研究
水中運動法

教員組織、教育充実のため専任教員の新規採用（28）

専 准教授 ｸﾛｻﾜ　ﾋﾛｷ
黒澤　寛己

（47）

平成28年4月 教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
学校スポーツ基礎演習
学校スポーツ専門実習Ⅰ
学校スポーツ専門実習Ⅱ
学校スポーツ演習
教材開発演習Ⅰ
卒業研究

教員組織、教育充実のため専任教員新規採用（28）

専 准教授 ﾀﾅｶ　ｼﾉﾌﾞ
田中　忍
（43）

平成28年4月 教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
テーピング・マッサージ法
インターンシップ実習
トレーニング・健康基礎演習
トレーニング・健康演習
卒業研究

教員組織、教育充実のため専任教員新規採用（28）

専 講師 ﾑﾗｾ　ﾖｳｽｹ
村瀬　　陽介

(34）

平成28年4月 教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※
インターンシップ実習
地域スポーツ基礎演習
地域スポーツ専門実習Ⅰ
地域スポーツ専門実習Ⅱ
地域スポーツ演習
地域スポーツの理論と実際
卒業研究

教員組織、教育充実のため専任教員新規採用（28）

20



専 講師 ﾀﾑﾗ　ﾉﾘｺ
田村　徳子

（31）

平成28年4月 教養演習Ａ
教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※

教員組織、教育充実のため専任教員新規採用（28）

専 講師 ｷﾑﾗ　ｶｽﾞﾐ
木村　和美

（31）

平成28年4月 教養演習Ｂ
教養演習Ｃ
スポーツ学入門Ⅱ（各論）※

教員組織、教育充実のため専任教員新規採用（28）

兼任　

講師 ｲﾀﾞ　ﾕｷﾋﾃﾞ

伊田　行秀

(57)

平成27年4月 現代社会と人間関係
人間の心理と行動

兼任　

講師 ｵﾀﾞ　ﾀｹｼ

織田　健志

(35)

平成27年4月 法と生活(日本国憲法を含む)

兼任　

講師 ｺﾔﾏ　ﾄｼﾕｷ

児山　俊行

(50)

平成27年4月 産業と経済

兼任　

講師 ｳｼﾀﾆ　ﾏｻﾄ

牛谷　正人

(53)

平成28年4月 地域福祉とボランティア 兼任 講師 ｻｲﾄｳ　ｾｲｲﾁ
齋藤　誠一

（39）

平成28年4月 地域福祉とボランティア 牛谷正人兼任講師の辞任により、担当者変更（28）

兼任　

講師 ﾗｲｶｲ ｼﾞｮﾝﾎﾞﾙ　ﾃｨﾎﾞﾙ

RAJKAI ZSOMBOR TIBOR

(41)

平成28年4月 高齢化と家族 兼任 講師 ｱﾍﾞ　ﾕｶ
阿部　友香

（31）

平成28年4月 高齢化と家族 RAJKAI ZSOMBOR TIBOR兼任講師の辞任により、担当者
変更（28）

兼任　

講師 ﾏﾄﾊﾞ　ﾄｼﾐﾂ

的場　寿光

(37)

平成28年10月 国際化と文化

兼任　

講師 ｵｵﾓﾘ　ﾀｶｼ

大森　隆

(62)

平成28年4月 陶芸と地域伝統文化

兼任　

講師 ｷﾑﾗ　ｻﾄｼ

木村　聡

(52)

平成27年4月 情報と統計
コンピューターリテラシーⅡ
コンピューターリテラシーⅢ

兼任　

講師 ﾔﾏﾓﾄ　ﾅﾂﾐ

山本　なつみ

(40)

平成27年4月 英語Ⅰ 兼任 講師 ｶﾒﾓﾄ　ｻﾆ
亀本　真朱

（34）

平成27年4月 英語Ⅰ 就任辞退に伴う担当者の変更（27）

兼任　 講師 ｷｸﾁ　ﾅｷﾞｻ
菊池　渚
（32）

平成27年4月 英語Ⅰ 平成28年3月辞任(28)
就任辞退に伴う担当者の変更（27）

兼任　 講師 ﾀﾅｶ　ｻｴｷ
田中　佐重樹

（63）

平成28年4月 英語Ⅰ 菊池渚兼任講師の辞任により、担当者変更（28）

兼任　

講師 ｳﾒｷ　ﾕｳｺ

梅木　祐子

(30)

平成27年4月 英語Ⅰ

兼任　

講師 ﾍｰﾐｯｼｭ　ﾋﾟｼﾞｮﾝ

Hamish　Pidgeon

(45)

平成28年4月 英語Ⅱ 兼任 講師 ｷｰﾗﾝ ｸﾞﾘｰﾝ
Kieran　Green

（40）

平成28年4月 英語Ⅱ Hamish Pidgeon兼任講師の就任辞退のため担当者変更
（28）

兼任 講師 ﾌｨﾘｯﾌﾟ ﾓﾝﾄｺﾞﾒﾘ ｱﾚｷｻﾝﾀﾞｰ

Philip Montgomery
Alexander

(32）

平成28年4月 英語Ⅱ 担当者追加（28）

兼任　

講師 ﾌｧﾝｺﾞｱ　ﾃｨﾙ　ﾀﾞﾆｴﾙ

Fangohr Till Daniel

(36)

平成28年4月 ドイツ語

兼任　

講師 ﾃｲ　ｹｲﾎｳ

鄭　惠芳

(55)

平成28年4月 中国語

兼任　

講師 ｲ　ﾕﾉ

李　允昊

(42)

平成28年4月 韓国語 兼任 講師 ﾉ　ﾍﾖﾝ

魯　惠英

（40）

平成28年4月 韓国語 就任辞退に伴う担当者の変更（27）

兼任　

講師 ｵｵｶﾜ　ｼﾞｬｯｹﾘﾈ

大河　ジャッケリネ

(34)

平成28年10月 スペイン語

兼任　

講師 ｷﾀﾅｶ　ﾕｳｷ

北中　佑樹

(28)

平成27年4月 情報処理論

兼任　

講師 ﾖﾈｻﾞﾜ　ﾕｳｽｹ

米沢　雄介

(43)

平成27年4月 コンピューターリテラシーⅠ 兼任 講師 ﾑﾗｷ　ﾕｳﾀ
村木　祐太

（32）

平成27年4月 コンピューターリテラシーⅠ 平成28年3月辞任（28）
就任辞退に伴う担当者の変更（27）

兼任　 講師 ﾌｼﾞﾜﾗ　ﾄｼﾋｻ
藤原　稔久

（35）

平成27年10月 コンピューターリテラシーⅠ 平成27年10月就任辞退（28）
カリキュラム充実のため担当者追加（27）

兼任　 講師 ﾀﾅｶ　ﾕｳｽｹ
田中　優介

（28）

平成27年10月 コンピューターリテラシーⅠ 村木祐太兼任講師辞任及び藤原稔久兼任講師就任辞退
により、担当者変更（28）
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（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　（２）－①　専任教員数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）
12 12 0 44

［△1］ ［6］ ［△4］ ［3］

　（２）－②　年齢構成

兼任　

講師 ｱﾗｲ　ｷﾖｶ

新井　喜代加

(42)

平成28年4月 スポーツ法学

兼任　

講師 ﾀｶﾏﾂ　ﾔｽｼ

高松　靖

(29)

平成27年4月 器械運動 平成28年3月就任辞退
他の専任教員が担当しているため、支障はない（28）

兼任　

講師 ｷﾀｶﾞﾜ　ｻﾌﾞﾛｳ

北川　三郎

(64)

平成28年4月 剣道 兼任 講師 ｵﾄｽ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
乙須　純一

（62）

平成28年4月 剣道 就任辞退に伴う担当者の変更（27）

兼任　

講師 ｷｸﾁ　ﾋﾛﾔ

菊池　洋也

(28)

平成27年10月 テーピング･マッサージ法 平成28年3月就任辞退
他の複数教員が担当しているため、支障はない（28）

兼任　

講師 ｶﾀﾌﾞﾁ　ｹﾝ

片淵　建

(37)

平成27年10月 テーピング･マッサージ法
アスレティックトレーナー特別講座
(2）
アスレティックトレーナー実習Ⅰ

兼任　

講師 ｷﾇｶﾞﾜ　ﾌﾐ

衣川　二三

(38)

平成29年4月 キャリア英語Ⅰ
キャリア英語Ⅱ
キャリア英語Ⅲ

兼任　

講師 ｼﾊﾞﾇﾏ　ﾏｺﾄ

柴沼　真

(40)

平成29年10月 教師論 平成27年4月 教職入門 平成28年3月就任辞退
届出時には就任予定年月と担当科目名を誤記載

兼任 講師 ﾀｹｲ　ﾃﾂﾛｳ
武井　哲郎

(31)

平成28年4月 教職入門 平成28年3月就任辞退
教職課程認定審査時の指導により、担当者変更(28)

兼任　

講師 ﾅｶｼﾞﾏ　ﾁｴ

中島　千恵

(60)

平成29年4月 教育制度論 兼任 講師 ﾀｹｲ　ﾃﾂﾛｳ
武井　哲郎

(31)

平成29年4月 教育制度論 平成28年3月就任辞退
教職課程認定審査時の指導により、担当者変更(28)

兼任　

講師 ｾｷｸﾞﾁ　ﾖｳﾍｲ

関口　洋平

(27)

平成28年10月 生涯教育論 兼任 講師 ﾀｹｲ　ﾃﾂﾛｳ
武井　哲郎

(31)

平成28年10月 生涯教育論 平成28年3月就任辞退
教職課程認定審査時の指導により、担当者変更(28)

兼任　

講師 ﾔﾏﾓﾄ　ﾅｵｺ

山本　直子

(53)

平成29年10月 特別活動論 兼任　 講師 ﾏﾂﾓﾄ　ﾀｶﾉﾌﾞ
松本　高宣

（58）

平成29年10月 特別活動論 平成28年3月就任辞退
教職課程認定審査時の指導により、担当者変更（28）

兼任　

講師 ｶﾈｺ　ﾏﾘｺ

金子　真理子

(42)

平成29年10月 教育相談 教育相談と学校カウンセリング 教職課程認定審査時の指導により、科目名称変更
（28）

兼任　

講師 ｻﾄｳ　ｱｷｺ

佐藤　明子

(63)

平成28年4月 福祉と介護
特別支援教育論

兼任 講師 ﾓﾘﾓﾄ　ﾂｸﾞﾙ
森本　創
（56）

平成28年4月 福祉と介護
特別支援教育論

平成28年3月就任辞退
教職課程認定審査時の指導により、担当者変更（28）

兼任 講師 ﾀｹｲ　ﾃﾂﾛｳ
武井　哲郎

(31)

平成30年4月 教職実践演習(中・高) 教職課程認定審査時の指導により、担当者追加(28)

　　 　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

（２） 専任教員数等

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

18 13 6 4 41
20

(17) (14) (4) (5) (40) ［2］

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。
　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。
　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

12 12 0 44
20

年齢構成

定年規定の定
める定年年齢

（歳）

報告書提出時（上
記（Ａ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時
（上記

（Ｂ））の
教員うち、
定年を延長
して採用す
る教員数

65 1 4

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），
　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目計 0

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

4 人

必修 14

0 自由 0

計 41 科目 計 38 計 3

自由 1 科目 自由 1 自由

0

選択 26 科目 選択 23 選択 3 選択 0

科目 必修 14 必修 0 必修

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 スポーツビジネス演習 ①

卒業研究 ①

２ 教授 村田　正夫 学校法人大阪成蹊学園が設置する大阪成蹊大学へ転任のため就任辞退（27）

３ 講師 南島（長田）永衣子 一身上の都合により就任辞退（27）

①

選択

１ 教授 高橋　正行 一身上の都合により就任辞退（27）
①

②

①

②

①

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

一身上の都合により就任辞退（27）

スポーツ・メディア論 ①

４ 講師 片上（吉田）千恵

①

選択 スポーツビジネス基礎演習 ①

学校スポーツの理論と実際 ①

①

選択 スポーツビジネス専門実習Ⅰ ①

必修 インターンシップ実習

卒業研究 ①

スポーツ学入門Ⅱ(各論） ①

①

選択 学校スポーツ演習 ①

①

学校スポーツ専門実習Ⅱ ①

選択

①

選択 武道論 ①

必修 スポーツ学入門Ⅱ(各論） ①

必修 卒業研究

①

①

選択 身体開発専門実習Ⅱ

選択 スポーツ生理学Ⅱ

選択 トレーニング・健康演習

選択 運動処方と運動療法

就任辞退（未就任）の理由

必修 身体構造と機能 ①

必修

必修

救急処置法 ①

スポーツ学入門Ⅱ(各論） ①

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

必修 インターンシップ実習

選択 トレーニング・健康基礎演習

①

選択 コーチング専門実習Ⅱ ①

選択 柔道

①

選択 コーチング基礎演習 ①

必修 インターンシップ実習

選択 柔道コーチング論と実践

選択 コーチング専門実習Ⅰ

①

選択 トップアスリート論 ①

コーチング演習 ①選択

①

選択

選択

必修 インターンシップ実習 ①

必修

選択

選択

①

学校スポーツ専門実習Ⅰ

ソフトボール ①

学校スポーツ基礎演習

必修

必修 卒業研究

選択 保健体育授業分析評価法

必修

教材開発演習Ⅰ

選択

必修 スポーツ学入門Ⅱ(各論）

自由 保健体育科教育法Ⅰ ①

選択 情報発信と情報理論 ②
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5 准教授 森川（齋藤）実江子 定年退職 により退任（28）

3 教授 菅井　京子 一身上の都合（家庭の事情）により辞任（28）

4 教授 若吉　浩二 一身上の都合（健康上の理由）により辞任（28）

卒業研究 ①

1 教授 清水　史郎 一身上の都合により辞任（28）

2 教授 金森　雅夫 一身上の都合（健康上の理由）により辞任（28）

選択 地域スポーツ演習

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任等の理由必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

卒業研究 ①必修

選択 学校スポーツ演習 ①

選択 教材開発演習Ⅰ ①

選択 学校スポーツ専門実習Ⅱ ①

選択 学校スポーツ専門実習Ⅰ ①

選択 学校スポーツ基礎演習 ①

選択 ダンス ①

必修 インターンシップ実習 ①

必修 教養演習Ｂ ①

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論） ①

必修 教養演習Ｃ ①

選択 コミュニケーションと身体表現 ②

選択 舞踊論 ②

必修 教養演習A ①

選択 身体開発専門実習Ⅰ ①

選択 身体開発システム論 ①

必修

必修 インターンシップ実習 ①

選択 トレーニング・健康基礎演習 ①

必修 水中運動法 ①

選択 スポーツ生理学Ⅰ ①

選択 トレーニング・健康演習 ①

卒業研究 ①

必修 スポーツ生理学概論 ②

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論） ①

必修

地域スポーツ専門実習Ⅰ ①

選択 地域スポーツ専門実習Ⅱ ①

選択 中高齢者と生涯スポーツ ①

必修 インターンシップ実習 ①

選択 地域スポーツ演習 ①

選択 地域スポーツ基礎演習 ①

選択

選択 体育・スポーツ史 ①

選択 体力づくり運動・健康体操 ②

必修 教養演習Ｃ ①

必修

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論） ①

自由 健康運動指導士特別講座(1） ①

教養演習A ①

必修 教養演習Ｂ ①

選択 生涯スポーツと地域保健 ①

自由 健康運動指導士特別講座(2） ①

①

必修 卒業研究 ①

選択 地域スポーツ専門実習Ⅱ ①

選択 地域スポーツの理論と実際 ①

選択 地域スポーツ基礎演習 ①

選択 地域スポーツ専門実習Ⅰ ①

選択 体力測定と評価 ①

選択 スポーツと安全管理 ①

衛生・公衆衛生学 ①

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論） ①

必修 インターンシップ実習 ①

選択 野外スポーツ基礎演習 ①

選択 キャンプ指導法 ①

選択 スノースポーツ ①

必修 インターンシップ実習 ①

必修 雪上実習 ①

必修 水辺実習 ①

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論） ①

必修 フレッシュマンキャンプ ①

必修 卒業研究 ①

選択

選択 ①

野外スポーツ演習 ①選択

野外スポーツ特別講義
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

計 0

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

　退任した教員の補充について迅速に対応したことや、一部の科目について非常勤講師を雇用したことで未開講科目がないようにしている。専
任教員の退任及び新たな就任についての学生への周知は、履修ガイダンス及び各コースを通して行い学生に不安や不利益が生じないよう充分に
配慮した。

11
4 自由 0

計 124 科目 計 113 計 11

選択 6 選択 0

自由 7 科目 自由 3 自由

49 必修 1 必修 0

選択 67 科目 選択 61
人

必修 50 科目 必修

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

計 0

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

4 自由 0

計 83 科目 計 75 計 8

選択 3 選択 0

自由 6 科目 自由 2 自由

35 必修 1 必修 0

選択 41 科目 選択 38
7 人

必修 36 科目 必修

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

教育方法論 ②

教育課程論 ②

7 助教 武井　哲郎 一身上の都合（健康上の理由）により辞任（28）
自由 教育学概論 ②

自由 道徳の指導法 ②

教養演習A

6 准教授 志賀　充 一身上の都合（家庭の事情）により辞任（28）

①

スポーツ情報戦略演習

①

①

選択 パフォーマンス分析論

自由

自由

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論）

必修

卒業研究

教養演習Ｃ

必修

選択

①

必修 教養演習Ｂ ①

①

選択 スポーツ情報戦略専門実習Ⅰ ①

①

選択 スポーツ情報戦略専門実習Ⅱ ①

必修

選択 身体操作法

①

必修 インターンシップ実習 ①

選択 陸上競技 ①

選択 スポーツ情報戦略基礎演習 ①

必修 教養演習Ｃ ①

必修 スポーツ学入門Ⅱ（各論） ①

必修 教養演習A ①

必修 教養演習Ｂ ①

25



区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

該当なし

（27年4月）

　 一部の科目におい
て、中間テストの成績
によって、その後の授
業が免除されている実
態があるが、この場
合、大学が定める授業
の時間が確保されてお
らず、大学設置基準第
21条第2項に抵触して
いるため、授業時間が
適切に確保されるよう
改善すること。（ス
ポーツ学部スポーツ学
科）

是正意見

　平成28年度において、い
ずれの科目においても、中
間テストの成績の良否にか
かわらず、大学が定める授業
時間を確保するよう、授業時
間について教員の理解を徹底
し、授業時間が適切に確保さ
れるよう改善した。（28）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

設置計画履行状況
調　 査　 時
（28年2月）

「教養演習A」、「英
語Ⅰ」等の各科目につ
いて、大学教育として
適切な内容となるよう
再度精査し、シラバス
もあわせて修正するこ
と。なお、科目を履修
するに当たっては必要
に応じて正課教育外の
リメディアル教育で補
完すること。さらに、
アドミッションポリ
シーに沿って適切な選
抜を行うよう改善を図
ること。（スポーツ学
部スポーツ学科）

是正意見

　本学の全授業科目につい
てその内容を厳格に精査
し、シラバスについても全
面的な見直しを実施した。
　特にご指摘のあった、
「教養演習A」については、
大学教育として適切な内容
に改善し、シラバスを修正
した。
　「英語Ⅰ」について、大
学教育として適切な水準とな
るよう、授業計画、内容につき
精査のうえ充実を図り、シラバ
スを修正した。
　正課教育外のリメディアル教
育の内容が含まれていた科目
にあっては、学内に「学習支
援室」を新たに開設し、必要に
応じて正課教育外のリメディア
ル教育として補完することとし
た。
　さらに、平成28年度入試選
抜においては、スポーツへの
興味関心、運動能力、基礎学
力等、本学の入学者に求める
能力について多角的に測るこ
とのできるよう、調査書、ス
ポーツ活動状況証明書及び
各入試種別においての入学
試験成績、面接等で総合的に
判断し、アドミッションポリシー
に沿った適切な選抜を行っ
た。(28)
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　本学から提出された
報告書には、記載に多
くの誤りがあり、設置
計画履行状況の正確な
報告がなされなかった
ことから、ミスの再発
防止に向けた組織的な
チェック体制を早急に
構築し運用すること。
（スポーツ学部スポー
ツ学科）

改善意見

　平成28年度において業務
スキル向上、大学及び学園
内の組織的なチェック体制
を構築し、業務連携や情報
共有を図るべく徹底してい
る。大学においては、提出
書類を、総合企画部で作成
し、事務部で複数担当者に
より厳密なチェックを行な
い確認作業を行っている。
学園の経営企画本部と連携
を取り、再発防止に向け組
織的な取り組みを行い、ミ
スの根絶を図っている。
(28）

改善意見

　学生に混乱や不利益が生
じないように、特に同一科
目においては、成績評価基
準や方法を統一し、シラバ
スにも具体的な評価方法を
明記した。
　また、出席自体を成績評
価の基準とすることは、大
学教育の質保証の観点から
も不適切であることについ
て、共通理解を図り、適切
な成績評価基準を設定した
上で、シラバスでも明記し
ている。
　なお、平成28年度シラバ
ス作成においては、事前に
ガイドラインを共有し、提
出された全シラバスに対し
て複数の担当者により点検
を重ね、「大学教育として
適切で、且つ学生にわかり
やすいシラバス」となるよ
う改善した。また、教授
会・FD活動等において教員
間の教育方針並びに成績評
価基準の正しい内容につい
て認識の共有を徹底した。
(28）

 　学生募集を停止し
た2学科及び本学科に
ついて、継続的に定員
を超過している状態は
大学設置基準第18条第
3項に規定する適切な
定員管理がなされてい
ないと判断せざるを得
ない。次年度より定員
を増加することとなっ
ているが、同規定の趣
旨を踏まえ、適切な定
員管理を行うととも
に、専任教員の配置、
施設・設備等の教育研
究環境の整備・充実に
努めること。（スポー
ツ学部スポーツ学科）

改善意見

　平成28年度の学生募集に
あっては、入試種別ごとの
定員管理に努め、入学定員
360人に対し368人の入学者
となった。
　また、適切な入学定員管
理の下で、適切な教育研究
活動を実現できるように、
教育課程を踏まえ、専任教
員の増員・配置をした。さ
らに施設・設備等の教育研
究環境を整備・充実した。
(28）

 　同一科目におい
て、評価基準・方法が
教員ごとで異なる科目
があり、学生に混乱を
与えていると思われ
る。また、シラバスの
成績評価方法におい
て、「出席状況
（20%）」のように出
席自体を成績評価の基
準としている科目が見
受けられる。そのた
め、それらが大学教育
の質を担保するにふさ
わしい評価基準である
か検討し、必要に応じ
て見直すとともに、FD
等を通じて大学として
の統一的な教育方針を
教員間で共有し、適切
な評価が行えるように
すること。あわせて、
成績評価基準等の明示
を定めた大学設置基準
第25条の2の趣旨を踏
まえ、評価方法につい
てシラバスに適切に記
載すること。（スポー
ツ学部スポーツ学科）
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（年月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（年月）

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の
　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して
　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する
　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付
　　　　してください。
　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

７　その他全般的事項

＜スポーツ学部　スポーツ学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　教員の資質の向上と教育の活性化のため、専任教員若干名と教務課長（事務系）で構成する常設のファカ

　　ルティ・ディベロップメント(FD)専門委員会を設置している。

びわこ成蹊スポーツ大学教務委員会ファカルティ・ディベロップメント(FD)専門委員会規程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年4月1日制定

　　(趣旨)

　　第1条　この規程は、びわこ成蹊スポーツ大学教務委員会規程第8条の規定に基づき、びわこ成蹊スポーツ大学

　　に置くファカルティ・ディベロップメント(FD)専門委員会(以下「委員会」という。)の組織、運営等に関し、

　　必要な事項を定める。

　　(審議事項)

　　第2条　委員会は、次の事項を審議し、学長に意見を述べることできる。

　　　(1)　FD活動の基本方針に関すること。

　　　(2)　FD活動の企画及び立案に関すること。

　　　(3)　FD活動の実施及び結果の公表に関すること。

　　　(4)　FD活動に関する情報の収集と提供に関すること。

　　　(5)　その他FDに関連すること。

　　(組織)

　　第3条  委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。

　　　(1)　学長が指名する教務委員会委員　若干名

　　　(2)　教務課長

　　2　委員会に議長を置き、委員の中から学長が総長の了解を得た上で指名する。

　　3　第1項第1号の委員は、学長が総長の了解を得た上で指名する。

　　(任期)

　　第4条　前条の委員の任期は、2年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　　2　前項の委員は、再任することができる。

　　(会議)

　　第5条　委員会は、委員の過半数の出席により成立する。
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　　・　成績評価基準及び分布の設定、全学的なシラバスの点検、成績評価の分析を行った。

　　・　図書学術委員会と共同で研究倫理に関する研修会及びシラバスのありかたに関する説明会を実施した。

　　・　年間を通して、教員相互の授業参観を実施した。

　　2　委員会の議事は、出席議員の過半数によって決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。

　　(委員以外の出席)

　　第6条　委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。

　　(事務)

　　第7条　委員会の事務は、教務課において処理する。

　　(雑則)

　　第8条　この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会の審議を経て学長が別に定める。

　　第9条　委員会において、教務委員会での審議が必要と決めた事項は、教務委員会に委ねるものとする。

　　附　則

　　この規程は、平成21年4月1日から施行する。

　　附　則（平成24年1月25日）

　　この規程は、平成24年4月1日から施行する。

　　附　則（平成26年11月20日）

　　この規程は、平成27年4月1日から施行する。

　　附　則（平成28年4月21日）

　　この規程は、平成28年4月21日から施行する。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　FD専門委員会は平成27年度は9回開催し、委員会は教員4名と教務課長（事務系）の5名で構成し、基本的に全員

　　　が参加している（開催日：4/14、5/19、6/3、7/7、9/25、10/7、11/4、12/2、2/9）。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　FD専門委員会は、FD活動の基本方針の策定、FD活動の企画及び立案、FD活動の実施及び結果の公表、FD活

　　　動に関する情報の収集と提供等に関して審議を行っている。

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・　成績評価基準及び分布の設定

　　・　授業評価アンケート、卒業研究論文アンケート、教員相互の授業参観に関する取り組み。

　　・　教員の質保持に関する取り組み

　ｂ　実施方法

　　　　上記の取り組みは、FD専門委員会で審議し、教務委員会、拡大教授会で報告のうえ、FD専門委員会が実施し

　　　ている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・　卒業研究論文に関するアンケートを学生、教員ともに実施した。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・授業アンケート結果のフィードバックを実施し、教員の業務支援や業績評価（教員表彰等）に結びつける

　　　仕組みを作る検討をした。

　　・今後も教員相互の授業参観を活性化させるとともに、教員の更なる能力開発に役立つ研修会を実施する。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　・　授業評価アンケートは、昨年同様の情報システム（Saaｉ-Mａｓ）を利用し、各学期の中間・期末の計

　　　　4回実施し、教務課がデータの集計を行い、委員が調査結果をまとめた。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等
　　　　調査結果を公開し、図書館にて閲覧できるようにしている。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。
　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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＜設置の趣旨・目的＞

　　る新しい理論とシステムを開発することを目的として2学科体制で開設した。
　　しかし、10年を経て、時代の変化とともに2学科に分類することは理論的に明確でなく、その妥当性も高いものとは
　　言いがたいと考え、より柔軟なカリキュラム設定を行う必要があると判断し、2学科体制を廃止し、平成27年4月に
　　1学科の「スポーツ学科」を設置した。
＜総括評価・所見＞
　　1.2学科体制では、学生がまず1学科を選択し、その後それぞれの学科に設置されたコースを選択することとなって
　　　いた。1学科体制にしたことにより、学科選択を必要とせず、学科よりもコースの内容を特に重視する学生にとっ
　　　て、より早くに充実した専門性の高い教育を受けることが可能となった。
　　2.1学科の教育課程に変更したことにより、学生の選択したコース専門科目に加えて、他コースの専門科目も選択す
　　　ることが可能となり、学修の範囲を広げることができた。
　　3.新入生に本学を志願した理由を尋ねると約6割の学生が「学びたいコースがある」と回答しており、大学を選択す
　　　る際にコースの専門性やカリキュラムがわかりやすく説明できていると言える。
＜平成27年度の新たな取り組み等＞

　　　平成28年度より学習支援室として本格的に運営を開始した。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　　本学は、平成15年4月に生涯スポーツの実践と競技スポーツのそれぞれの独自性を重視しつつ、その両面にまたが

　　1.今般の是正及び改善意見を受けて、シラバスの全面的な見直しを行うとともに、適切な成績評価基準の統一を図る
　　　こととした。
　　2.正課教育の充実に加えて、正課教育外のリメディアル教育の補完として平成27年度に学習支援室準備室を設置し、

　　3.平成28年度より入学定員80名増員し、360名とした。本学科の教育に対する取り組みが受験生や保護者に理解され、
　　　368名の入学者となった。次年度以降も学年進行に従い本学科の目的を達成できるよう設置計画を履行していく。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成28年8月1日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　・自己点検・評価報告書を刊行し、関係大学、関連所属協会等に配布予定。
　　・大学ホームページ上に公開（平成28年8月1日を予定）

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２８年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受審予定。学内、学園内で自己点検評価書及び

　    関連資料の作成中。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を
　　　　含めて記入してください。
　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　　平成27年10月29日　　　）
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